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第27回コーデックス連絡協議会  

日時：平成19年3月19日（月）  

10：00～12：00  

場所‥農林水産政策研究所 霞が関分室  

セミナー重  

任所 東京都千代田区霞が関2－1－2  

中央合同庁舎第2号館9階  

議 事 次 第  

1．コーデックス委員会の活動状況について  

（1）最近のコーデックス委員会の活動状況について  

・第28回分析・サンプリング法部会  

（2）今後のコーデックス委員会の活動状況について  

・第35回食品表示部会  

・第24回一般原則部会  

・第1回汚染物質部会  

・第39回食品添加物部会  

・第39回残留農薬部会  

2。その他   



コーデックス連絡協議会 委員名簿  

（敬称略 50音順）  

いしいひろゆき  

石井 膵行  

おにたけかずお  

鬼武 一夫  

かすみたかふみ  

春見 隆文  

かどまひろし  

門間 裕  

かんだとしこ  

神田 敏子  

たまきたけし  

玉木 武   

とよだまさたけ  

豊田 正武   

はすおたかこ  

蓮尾 隆子   

はらこうぞう  

原 耕造   

ひらかわただし  

平川 忠   

ほそのあきよし  

細野 明義  

まったにみつこ  

松谷 満子   

やまうらやすあき  

山浦 康明   

わだまさえ  

和田 正江  

味の素（株） 品質保証部 顧問  

日本生活協同組合連合会 安全政策推進室 室長  

日本大学生物資源科学部農芸化学科 教授  

（財）食品産業センター 企画調査部長  

全国消費者団体連絡会 事務局長  

（社）日本食品衛生協会 理事長  

実践女子大学生活科学部 教授  

家庭栄養研究会 副会長  

全国農業協同組合連合会 総合企画部SR事務局長  

日本食品添加物協会 常務理事  

（財）日本乳業技術協会 常務理事  

（財）日本食生活協会 会長  

日本消費者連盟 副代表運営委員  

主婦連合会 参与   



第27回コーデックス連絡協議会 会場配置図  
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資料4－（1）  

EAO／ⅥIO合同食品規格計画  

第28回分析・サンプリング法部会   

日時   2007年3月5日（月）～3月9日（金）  

場所   ブダペスト（ハンガリー）  

議 題  

議題の採択  

コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項  

承認できる分析法の評価規準   

a）  承認できる分析法の評価ガイドライン案（ステップ7）   

b）  分析（試験）結果の違いに起因する紛争を解決するためのガイドライ  

ン案（ステップ7）  

コーデックスで使用する分析用語に関するガイドライン原案（ステッ  

プ4）   

a）  コーデックス規格の分析法条項の承認   

b）  微量元素分析法の規準への変換  

バイオテクノロジー応用食品の検出と同定に関する分析法の規準  

コーデックスサンプリング手続きの設定に関する原則の改訂  

分析法に関する国際機関間会合の報告  

その他の事項及び今後の作業   

〔）．  次回会合の日程及び開催地   

1．  報告書の採択   

※標記会合に先立ち、2007年3月3日（土）に「分析法の承認に関する作業部  

会」が開催された。   



第28回分析・サンプリング法部会（CCMAS）概要  

1．開催日及び開催場所   

平成19年（2007年）3月5日（月）～3月9日（金）   

ハンガリー（ブダペスト）  

2．参加国及び国際機関   

53加盟国、EC（欧州共同体）、8国際機関及びコモロス（オブザーバー）から計155名  

が参加した。  

3．我が国からの出席者   

農林水産省消費・安全局消費・安全政策課 課長   

農林水産省消費・安全局消費・安全政策課 企画官   

厚生労働省医薬食品食食品安全部企画情報課国際食品室  

国際調整専門官   

国立医薬品食品衛生研究所食品部 室長   

国立医薬品食品衛生研究所食品部 主任研究官   

社団法人日本食品衛生協会   

社団法人日本食品衛生協会   

4．主要議題の検討結果   
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議題3 承認できる分析法の評価規準  

a）承認できる分析法の評価ガイドライン案（ステップ7）   

ニュージーランドが主導する作業部会が作成した文書について、科学的なピアレビュ   

ーや対象の明確化（コーデックス内部向けなのか各国政府向けなのか）の必要性につい   

ての意見が出されたため、ガイドラインの内容に関連する3報の科学論文が出版される   

までガイドライン作成作業を一時停止し、ステップ7に留めることに合意した。  

（試験）結果の違いに起因する紛争を解決するためのガイドライン案（ステップ   析
 
 

分
 
 

）
 
）
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輸出国と輸入国で分析結果が異なる場合に生じる紛争を解決するための手順を示す  

もので、前回長時間の議論の末、ステップ5に進めたもの。   

ニュージーランドから内容を大幅に変更する修正案が出されたこと、また、本議題開  
始直前に、ECより使用する原理を変更する修正案がCRDとして提出されたことから、ま  
ずどの文書を検討のベースにすべきかについて議論が行われた。ECは自らが提出した文  

書をベースにして議論すべきと主張したが、わが国から、多くのメンバーはステップ6  

で回付されたガイドライン案を精査し、コメントを提出してきていること、ECの文書も  
それらコメントの一部であることなどから、回付文書を検討のベースにすべきと発言し、  

多くの国に支持された。その結果、回付文書に基づき議論することとなった。   

まず、文書全般についての議論が行われ、ECは、現行のガイドライン案で採用されて  

いる「室間再現性」ではなく、「分析の不確かさ」を判断の基準とすべきと主張し、発  
展途上国もその重要性を支持した。わが国は、公的試験所認定を要件とするのではなく、   



CAC／GL27にあるようにISO17025へのコンプライアンス（遵守）を記述すべきと主張、  

米豪両国の支持を得た。   
その後、1章（対象範囲）と2章（前提条件）について長時間討議し、いくつかの修正に  

ついて合意した。それ以降の部分についても多くのコメントが出されていることから、  
議論を停止し、 今後、以下のように作業を進めることとされた。   

● 今回修正された1章と2章、現行文書のそれ以降の部分及び欧州連合のコメント  
の1，2章を除く部分を［］に入れたもの、についてステップ6でコメントを求め  

る。   

● 次回部会において、総会に最終案を送る目的で再度議論する。   

議題5 b）微量元素分析法の規準への変換   

まず、スウェーデン、NMKL（ノルディック食品分析委員会）が重金属の基準値とそれ   
への適合性を検査するための分析法が満たすべき規準及び過去承認された分析法とこ   

れらの規準の関係などをまとめた文書を説明した。米国などの多くの国が、この文書は   
有用であること、既存の分析法を規準に変換するための段階的な手順を加えるとさらに  
改良される等、発言した。いくつかの国からは、重金属以外の汚染物質についてもこの   
ような規準を示して欲しいとの要望があった。わが国からは、「精確さ」などの用語に   
ついての修正案を提案した。   

スウェーデン、ノルウェー、ⅢⅨLおよび関心のある諸国が、コーデックス部会及び各   
国政府向けに分析法を規準に変換する方法についてのガイダンスを作成するために本   

文書を改訂することとなった。また、次回会合において、その改訂文書に基づき、本件   
を新規作業として開始するかどうかを決定することとなった。さらに、重金属の規準の   
表は例として改訂文書にも含めること、ダイオキシン類およびダイオキシン類似PCB類   
の分析法の規準についても考慮することに合意した。また、既存の重金属分析法が規準   
に合致しているかどうかの評価は、分析法の承認作業の一部として行うことにも合意し   
た。   

議題6 バイオテクノロジー応用食品の検出と同定に関する試験法の規準  

会期直前に数か国が非公式に集まり、改訂文書をCRDとして提出したが、これはコー   
デックスの手続きに則っていないこと、また、会議中に提出されたため内容を精査する   
十分な時間が無かったことから、電子的作業部会が引き続き現行文書の改訂、プロジェ   
クトドキュメントの作成及び政府向けのガイドライン作成の必要性について検討する   

こととなった。また、必要に応じて、今回と次回のCC仙1Sの間に物理的作業部会を開催   
することとなった。   

議題7 コーデックスサンプリング手続きの設定に関する原則の改訂  

コーデックス手続きマニュアルに含まれるサンプリング方法の確立と選択に関する   

記述の中に、失効したガイドラインを参照している部分があるため、その修正をわが国   
が第28回総会（2005年）において提案した。2006年の第23回一般原則部会（CCGP）が、   
本件についてはCCMASが検討し、アップデートすべきと結論したため、わが国が今回の   
CCMASに作業文書を提出した。必要最小限の変更に留めた案とサンプリング法の選択の   
ための情報を追加した案の2パターンの文書を提案したところ、後者が多くの国に支持   
されたことから、後者の案が承認のためCCGPに送られることとなった。  

2   



資料5－（1）  

EAO／WTIO合同食品規格計画  

第35回食品表示部全   

日時   2007年4月30日（月）～5月4日（金）  

場所   オタワ（カナダ）  

仮議題  

議題の採択   

部会に付託された事項   

a）  コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

b）  FAO及びWHOからの付託事項：食事、運動及び健康に関する世界的  

な戦略の実施について   

1．    2．               j 3．   コーデックス規格案における表示事項の検討   

4．   有機食品の生産、加工、表示及び流通に関するガイドライン   

a）  付属書2の改訂案：表3（ステップ7）   

b）  付属書2の改訂原案：表1（チリ硝石）（ステップ4）   

c）  改訂原案：エチレンの追加（ステップ4）   

5．   遺伝子換作技術由来／遺伝子組換え食品及び原材料の表示   

a）  包装食品の表示に関する一般規格の改正案（遺伝子操作技術由来／遣  

伝子組換え食品の表示に関する勧告案）‥定義（ステップ7）   

b）  遺伝子換作技術由来／遺伝子組換え食品及び原材料の表示に関するガ  

イドライン原案：表示規定（ステップ4）   

6．   包装食品の表示に関する一般規格の改正原案‥原材料の量に関する表  

示（ステップ4）   

7．   栄養及び健康強調表示に関連する広告の定義原案（ステップ4）   

8．   規格化された食品の一般名称の他の食品への使用に関する討議資料   

9．   その他の事項及び今後の作業並びに次回会合の日程及び開催地   

10．  報告書の採択   

※標記会合に先立ち、2007年4月28（土）に「包装食品の表示に関する一般規  

格の改正原案：原材料の量に関する表示」に関する作業部会、2007年4月 29  

日（日）に「有機食品の生産、加工、表示及び流通に関するガイドライン」に  

関する作業部会が開催される予定。   



第35回食品表示部会（CCFL）の主な検討議題  

日時：2007年4月30日（月）～5月4日（金）  

場所：オタワ（カナダ）  

主要議題の検討内容  

議題4 有機食品の生産、加工、表示及び流通に関するガイドライン：  

（ステップ7及びステップ4）   

「有機食品の生産、加工、表示及び流通に関するガイドライン」（GL32－1999，  

Rev．1－2001））の付属書2に関し、食品添加物部会での作業（コーデックス食  

品添加物一般規格（GSFA）の改訂）の反映による使用可能な食品添加物リス  

トの改訂（ステップ7）、肥料としてのチリ硝石の追加（ステップ4）及び  

キウイフルーツ等の追熟目的のエチレンの追加（ステップ4）の検討を行う  

こととなっている。部会に先立ち、4月29日（日）に作業部会が開催される  

予定となっている。   

我が国としては、食品添加物リストの改訂がGSFAの改訂を反映したもの  

になるよう、また資材追加についてはガイドライン第5章で示されている資  

材追加の基準と整合性の取れたものとなるよう対応したい。  

議題5 b）遺伝子操作技術由来／遺伝子組換え食品及び原材料の表示に関す  

るガイドライン原案：表示規定（ステップ4）   

本ガイドライン策定については、1993年以降議論してきているものである。   

前回の第34回の部会では、議長から何年にも亘り議論しているが合意が得  

られないとして作業の中止又は中断が提案され、米国、アルゼンチン他数カ  

国が賛同したが、ノルウェーが再度作業部会を立ち上げて検討を継続するこ  

とを提案し、これをEC、我が国を含め多くの国が支持し、最終的に作業を続  

ける合意が得られた。作業部会は、本年2月にノルウェーにおいて開催され、  

25の国・機関が参加したが、各国の表示制度の多様性については理解が深ま  

ったものの、各国間の意見の対立が狭まることはなく、議論に進展は見られ  

なかった。   

我が国としては、従来より、ガイドライン策定に関してコンセンサス形成を  

目指して努力すべきとの観点から対応してきたところであり、我が国の表示制  

度との整合性にも留意しつつ対応したい。   



また、第33回食品表示部会で提案された「消費者の健康や安全に関連する  

情報の義務表示」と「生産方法（遺伝子組換えを用いていること）に係る任  

意表示」の二つに分けることが議論の対象となった場合、「生産方法に係る  

任意表示」の内容が、各国の判断により表示を義務づけることができるとい  

う意味での「任意」であれば、受け入れる方向で対応したい。  

議題6 包装食品の表示に関する一般規格の改正原案：原材料の量に関する表  

示（ステップ4）   

第28回部会（2000年）よりIACFO（InternationalAssociationofConsumerFood  

Organizations）の勧告を基に「包装食品の表示に関する一般規格」（CodexStan  

1－1985（Rev．ト1991））の「原材料の量に関する表示」（5．1）について、表示対  

象の拡大を検討している。   

我が国としては、原材料の量（使用割合）に関する表示は消費者への情報  

提供の観点から重要であるが、ある原材料の表示が強調されているか否かは  

各国が規定すべきであるとの方針で対応したい。  

議題7 栄養及び健康強調表示に関連する広告の定義原案（ステップ4）   

第29回総会（2006年）において、栄養及び健康強調表示に関連する広告の  

ための定義を作成することが新規作業として承認された。   

我が国は、これまで、栄養・健康に関する虚偽誇大広告から消費者を保護  

する観点から、栄養・健康強調表示の範囲に限定して、本部会が広告の定義  

を議論することの有用性を主張してきたところである。今回、カナダから提  

案されている広告の定義原案は、我が国の栄養・健康強調表示に関連する広  

告に対する考え方と概ね合致する内容であることから、基本的に木原案を支  

持する方向で、我が国の状況を考慮しつつ対応したい。  

2   



資料 6－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第24回一般原則部会   

日時   2007年4月2日（月）～4月6日（金）  

場所   パリ（フランス）  

仮議題  

議題の採択  

本部会に付託された事項  

加盟国向けの食品安全のためのリスク分析についての作業原則原案（ス  

テップ4）  

食品の国際貿易における倫理規範の改訂原案  

地域調整国と地域ごとに選出された執行委員会メンバーのそれぞれの役  

割  

a）地域調整国による地域調整部会の議長の指名  

b）執行委員会における地域調整国と地域ごとに選出された執行委員会  

メンバーのそれぞれの役割  

コーデックス規格及び関連文書の策定手続きの再検討  

a）手続きの修正原案  

b）コーデックス規格の改定と修正の手続きのための指針；無期限に休止  

している部会で策定されたコーデックス規格の修正に関する取扱い  

コーデックス規格の一般原則についての再検討  

食品安全に関するリスク分析の用語の新しい定義の提案  

手続きマニュアルの構成及び体裁についての検討   

0．  その他の事項及び今後の作業   

1．  次回会合の日程及び開催地   

2．  報告書の採択  



資料6－（2）  

第24回一般原則部会（CCGP）の主な検討議題  

日時   2007年4月2日（月）～4月6日（金）  

場所   パリ（フランス）  

主要議題の検討内容  

議題3：加盟国向けの食品安全のためのリスク分析についての作業原則原案   

加盟国政府を対象としたリスク分析についての作業原則文書について検討する  

ものである。前回の本部会では、策定の必要性の有無等を巡り意見が分かれたが、  

カナダを座長、チリ及びノルウェーを副座長とする物理的作業部会を設置して、  

加盟国政府向けのリスク分析に関するガイダンスを必要とする論理的根拠を明確  

にし、簡潔で分野横断的なリスク分析適用原則案を作成することで合意された。  

これを受けて、2006年9月26～28日に開催された作業部会（我が国も参加）に  

おいて作成された原案が会議資料として提示されている。   

作業部会が作成した原案は、既に2003年に合意されたコーデックス向けリスク  

分析作業原則を下敦きとして、（1）加盟国向けに馴染まない記述の削除・修正、（2）  

「実施（Implementation）」に関する章の追加など、加盟国向けのガイダンス用に  

修正されたものとなっている。我が国は、食品安全の分野でリスク分析の枠組み  

を示した作業原則をコーデックスが加盟国向けに作成することは有用であるとの  

理由から、本文書策定作業の継続を支持してきたところであり、基本的に作業部  

会作成の原案を支持する方向で、各国の意見を聴取しつつ、適宜対処したい。  

議題4：食品の国際貿易における倫理規範の改訂原案   

前々回の本部会において、「食品の国際貿易における倫理規範（1978年制定、  

1985年改訂）」の改訂に関し、食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS）に対し、  

「安全ではない、不適切な、または輸出国の安全基準を満たさない食品の輸出」  

の問題について、 CCFICSの所掌の範囲で何らかの勧告ができるかどうか検討を  

依頼した。第15回CCFICS会合（2006年11月）は、これに対し、この問題が  

CCFICSの委託事項の範囲内である事には合意したものの、今後の作業の必要性  

については意見の一致に至らなかった。   

今回の第24回CCGPでは、CCFICSが、同部会の委託事項に上記問題が含まれ  

るとしたことを受けて、倫理規範の検討を今後本部会においてどのように取り扱  

うかについて議論することが予想される。我が国としては、輸入国としての立場  

から、これまでも輸出国に対して不合格品に関する情報を提供するなどして対応  

しているところである。今後いずれの部会において議論が進められることになる   



としても、国ごとに食品の安全に関する基準が異なることにも留意しつつ、本討  

議が輸入食品の安全性確保に資するものとなるよう対処したい。  

議題6：コーデックス規格及び関連文書の策定手続きの再検討  

b）コーデックス規格の改定と修正の手続きのための指針及び無期限に休止して  

いる部会で策定されたコーデックス規格の修正手続きの見直し   

前回部会で、「コーデックス規格の改定と修正の手続きのための指針」と「無  

期限に休止している部会で策定されたコーデックス規格の修正手続き」を、1つ  

の文書に統合することが合意された。   

これを受けて、事務局から、  

①editorialな修正については、ステップで採択  

②部会で提案され、合意された修正についてはステップ5で採択  

することなどが提案されている。加盟国が意見を述べる機会が失われないよう、  

①及び②の手続きが適用される範囲が明確になるよう対処したい。  

2   



資料7－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第1回汚染物質部会  

日時   2007年4月16日（月）～4月20日（金）  

場所   北京（中国）  

仮 議 題  

議題の採択  

記録者の指名  

コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

mO、WHO及び他の国際政府機関からの関心事項   

．（a）  mO、WHO及び他の国際政府機関からの関心事項に関する情報   

．（b）  第67回FAO／WHO合同食品添加物専門家会議（JECFA）の関心事項   

．（c）   毒性学上の勧告の変更による作業   

食品中の汚染物質及び毒素に関するコーデックスー般規格（GSCTF）  

GSCTf’の前文改訂原案（ステップ4）   

食品及び飼料中のかび毒  

小麦、大麦及びライ麦におけるオクラトキシンAの最大基準値案（ス  
テップ7）   

．（a）   加工用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総アフラ  

トキシンの最大基準値案（ステップ7）   

．（b）   直接消費用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総ア  

フラトキシンの最大基準値案（ステップ7）   

．（c）   直接消費用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総ア  

フラトキシンの最大基準値に関する討議文書   

．（d）   アーモンド、ブラジルナッツ、ヘーゼルナッツ及びピスタチオのため  

のサンプリングプラン原案（ステップ4）   

．（e）   ブラジルナッツiこおけるアフラトキシン汚染に関する討議資料  

ワインにおけるオクラトキシンA汚染の防止及び低減に関する実施規  

範原案（ステップ4）   

食品及び飼料中の他の汚染物質  

缶詰食品及び缶詰飲料におけるスズの最大基準値案（ステップ7）   

0．   植物たんばく質酸加水分解物（酸－HVア）を含む液体調味料（本醸造  

しょうゆを除く）における3－クロロブロパンジオール（3－MCPD）の  

最大基準値案原案（ステップ4）  



酸－mの製造及び食品の加熱加工から生じるクロロブロパノール  

に関する討議資料  

酸－HV？及び酸－mを含む製品の製造過程における3・MCPDの低  

減に関する実施規範原案（ステップ4）  

食品中のアクリルアミドの低減に関する実施規範原案（ステップ4）  

燥製及び直火乾燥による食品の多環芳香族炭化水素（PAH）汚染の低  

減に関する実施規範原案（ステップ4）   

規格の策定手続き外の討議文書   

a）  デオキシニバレノール（DON）に関する討議資料   

b）   コーヒーにおけるオクラトキシンAに関する討議文書   

c）．  ココアにおけるオクラトキシンAに関する討議文書   

乾燥いちじくにおけるアフラトキシン汚染に関する討議文書   

一般問題  

JECFAによる汚染物質及び自然毒の優先評価リスト  

その他の事項及び今後の作業  

次回会合の日程及び開催地  

報告書の採択   

標記会合に先立ち、2007年4月15日（日）に「食品中の汚染物質及び毒素に関  

する特別作業部会」が開催される。  

2   



資料7－（2）  

第1回Codex汚染物質部会（CCCF）の主な検討議題  

目時：2007年4月16日（月）～20日（金）  

場所：北京（中国）   

主要議題の検討内容  

1．食品中の汚染物質及び毒素に関するCodex一般規格（GSCTF）の検討  

l二議題5関係］  

汚染物質・毒素に関しては、「食品中の汚染物質及び毒素の一般規格（GSCTF）」に   

おいて、CCCFにおける検討の規準や一般的原則が定められており、今回の部会で   

は、コーデックス内の手続きに関する記述をGSCTFから除き、手続きマニュアル   

に含める、GSCTFで使用する食品分類システムの改正等が検討される。   

2．食品中のカビ毒、汚染物質の汚染防止及び低減等のための実施規範  
［議題＄、11、12、13関係］  

汚染物質・毒素のリスク管理については、生産、調製、保管、製造、流通等の過   

程を通じて汚染の防止及び低減を図ることが有効である。  

今回は、以下の実施規範が検討される。  

① ワインにおけるオクラトキシンA汚染の防止及び低減に関する実施規範原案  

（ステップ4）   

② 植物たんばく質酸加水分解物（酸－HVP）及び酸－HVPを含む製品の製造過程  

における3－クロロプロパンジオール（3－MCPD）の低減に関する実施規範原案  

（ステップ4）   

③ 食品中のアクリルアミドの低減に関する実施規範原案（ステップ4）   

④ 燻製及び直火乾燥による食品の多環芳香族炭化水素（PAH）汚染の低減に関す  

る実施規範原案（ステップ4）  

基本的な考え方として、汚染物質の全体的な低減につながるものであることか  

ら、科学的な議論を踏まえた上で早急に採択されることが必要。   

主な議題として、食品中のアクリルアミドの低減に関する実施規範原案がある。  

JECFAは、アクリルアミドを遺伝毒性がある発がん物質と評価し、食品中の   
アクリルアミドを低減するための適切な努力を継続すべきであると勧告して   

いる。また、JECFAは、食品に含まれるアクリルアミドの主要な摂取源は、   
フライドポテト、ポテトチップス、コーヒー、ビスケット類、パン類である   

としている。   

実施規範原案は、国際的に取引がある食品に含まれるアクリルアミドの低減   

方法の普及を目的としており、商業的な条件下で効果が実証されている技術   

を中心に議論が進められている。この実施規範原案では、①食品原材料とな   

る農産物の選択、②食品原材料の調製、③食品の加工・調理の各段階におい   

て、じやがいも製品、穀類加工品及びコーヒーを対象として、食品事業者が   



とるべき具体的な規範及び消費者向けの調理方法に関する規範を取りまとめ  

ている。  

我が国としては、消費者の健康を保護するため、食品関連事業者の低減努力  

の推進とともに、消費者に対しても適切な助言が必要との観点から、この実  

施規範の作成を支持している。必要に応じて我が国の研究成果等のデータを  

提供し、適切な規範の策定に貢献する。  

3．食品中のカビ毒、汚染物質の最大基準値   
［議題‘、7（a）、7（b）、9、10関係］  

以下の汚染物質について最大基準値が検討される。  

①／J、麦、大麦及びライ麦におけるオクラトキシンA（ステップ7）   

② 加工用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総アフラトキシン   

（ステップ7）   

③ 直接消費用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総アフラトキ  

シン（ステップ7）   

④ 缶詰食品及び缶詰飲料におけるスズ（ステップ7）   

⑤ 植物たんばく質酸加水分解物（酸－HVP）を含む液体調味料（本醸造しょうゆを  

除く）における3－クロロブロバンジオール（3－MCPD）（ステップ4）   

・ 基本的な考え方として、適切に実施された実態調査によるデータ等に基づき、  

科学的に基準値を検討することが重要であり、我が国としてもデータの提供等  
に積極的に貢献していく。   

・ カビ毒の基準値案に関しては、本年6月にJECEAにおいて、オクラトキシンA  

及び直接消費用アーモンド、ヘーゼルナッツ、ピスタチオ及びブラジルナッツ  

の総アフラトキシン（基準値を4、8、10、15l⊥g此gに設定した場合）の暴露評  

価が行われる予定である。   

・ アフラトキシンの基準値実については、対象食品の定義が曖昧であるとの我が  

国の指摘に応じ、未加工晶については「加工用（forfurtherprocessing）」、加工  

品については「直接消費用（ready－tO－eat）」と再定義が行われたものである。現  

在の基準値案のうち、直接消費用（総アフラトキシンとして町g耽g）について  
は、泥CEAの評価結果を待って、改めて検討される見通しである。   

・ 従来から我が国は、JECFAの評価結果に基づき、科学的データを考慮し、合理  

的に達成可能な範囲でできる限り低くする（ALARAの原則）との考え方に則  

り基準値を策定すべきと主張しているところであり、本事案についても、同様  

の立場で対処したい。   

4．食品中のカビ毒、汚染物質に関する討議資料   
［議題7（c）、7（e）、10、14（a）、14（b）、14（c）、14（d）関係］  

各種のカビ毒や汚染物質について、最大基準値及び汚染防止・低減等に関する実   



施規範の策定作業を開始するに当たり、各国の汚染実態データ、汚染低減の方法に  

関する情報、各国の基準値やガイドラインレベルに関する情報、サンプリング方法  

や分析法に関する情報などを収集し提供するもの。   

本部会では、以下の討議資料について検討される。   

① 直接消費用アーモンド、ヘーゼルナッツ及びピスタチオにおける総アフラトキ  

シンの最大基準値  

② ブラジルナッツにおけるアフラトキシン汚染  

③ 植物たんばく質酸加水分解物（酸－ITVP）の製造及び食品の加熱加工から生じ  
るクロロプロパノール  

④ デオキシニバレノール（DON）  

⑤ コーヒーにおけるオクラトキシンA  

⑥ ココアにおけるオクラトキシンA  

⑦ 乾燥いちじくにおけるアフラトキシン汚染   

・ 基本的な考え方として、我が国の実情を反映するため、汚染実態データや関連  

する情報の提供を積極的に行う。  

3   



資料8－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第3，回食品添加物部会  

目時   2007年4月24日（火）～4月28日（土）  

場所   北京（中国）  

仮議題   



第67回JECFAにおいて設定された食品添加物の同一性及び純度に関  

する規格  

・規格に関する特別作業部会の報告   

12．  沌C鱒による食品添加物の優先評価リスト   

13．  その他の事項及び今後の作業   

14．  次回部会の日程及び開催地   

15．  報告書案の採択   

※標記会合に先立ち、2007年4月22日（日）に「食品添加物の一般規格（GSEA）」、  

23 日（月）に「香料の使用に関するガイドライン」及び「食品添加物の規格」  

に関する作業部会が開催される。   



資料8－（2）  

第39回Codex食品添加物部会（CCFA）の主な検討議題  

日時：2007年4月24日（火）～28日（日）  

場所：北京（中国）   

主要議題の検討内容   

議題6 個別食品規格における添加物条項の食品添加物のコーデックスー般規格  

（GSFA）への包含   

（d個別食品規格における添加物条項のGSEAへの包含に関する電子作業部会の報告  

GSFAに掲載されている添加物条項と、個別食品規格（CS）に掲載されている添  

加物条項とが大きく帝離していることから、現在、添加物規格の統一に向けた検討が  

進められている。第38回食品添加物・汚染物質部会（CCFAC）において、1つの  

CSと1つのGSFA食品分類が一致する場合について、GSFA策定に使用した原則に  

基づいて、CSの添加物条項をGSFAに包含するGSFA改訂案を作成し合意された。  

本改訂案は、第29回総会において、ステップ8で採択された。   

その際に、1つのGSm食品分類が複数のCS（及び規格外食品）にまたがる場合  

については、米国を座長とする電子作業部会を設置し、更に作業を進めることで合意  

された。   

電子作業部会の報告では、第38回CCFACにおいて、1対1対応する場合を検討  

した際に用いたGSFA策定のための原則に基づき、GSFA食品区分とCSが1対複数  

対応する場合もCSの添加物条項をGSmに包含することとし、  

複数の使用基準値が1つの添加物に見られた場合は、そのうち、最大の基準  

値から検討を始めること  

添加物条項のないCSについては食品添加物部会（CCFA）では検討しないこ  

と  

休会中又は廃止された部会のCSについては、CCFAが添加物の技術的必要  

性についても責任を持ち、それに基づくGSFAの改訂に関してもCCFAで検  

討した結果を総会に諮ること  

一方、現在、活動中の部会が作成したCSの添加物条項に関しては、GSFA  

の改訂案をCCmが作成、改訂案をそれぞれの部会に付託し、各部会からの  

コメントに基づき、再度CCFAで検討してから総会に諮ること  

CSを作成している部会それぞれの開催年度を考慮に入れて、GSEA改訂案の  

作成における優先順位をつけること、  

●  

●  

が提案されている。   

GSEAは我が国をはじめ多くの国々における添加物使用基準を包含する方向で検  

討が進められている。日本の使用基準との整合性を考慮しつつ、検討段階における情  

報収集とともに、必要に応じて意見の表明を行う予定である。   



議題7 食品添加物のコーデックスー般規格（GSEA）の検討   

（わGSEAの食品添加物条項  

・GSEAに関する議論に対する情報と支援のための作業文書  

・GSEAに関する特別作業部会の報告  

・GSEAに関する電子作業部会の報告   

第38回CCFACにて今回と同様なGSFAの表1及び表2の最大使用基準値の見直  
しが行われたが、その続きとして、今回CCEAでは、主に、着色料と甘味料について  
の最大使用基準値の見直しが検討される。   

本件については、本部会に先立ち開催される予定の作業部会の報告書に基づき検討  
される予定である。先に提出した我が国での使用実態を反映したコメントに基づき、  
適宜対処したい。   

（注）GSFAの構成  

a）前文  

b）付属文書  

A JECFAの一日摂取許容量（ADI）から最大使用量を検討するためのガイ  
ドライン  

B 食品分類システム  

c）食品添加物条項  

表1 食品添加物ごと（アルファベット順）の使用基準  

表2 食品のカテゴリー別に整理した食品添加物の使用基準  

表3 一般にGMP（GoodManu払cturingPractice）条件下において使用の  
認められている食品添加物   

仏）pⅦ止血n（INS1204）の最大使用基準値   

第65回JECFAにおいて、 Pullulanが“ADIを特定しない”と評価されたことを  

受けて、GSFAの表3に包含されることになった。その際に、表3の付表中にある  
GS粗食晶区分で使用されるPull山anに最大使用基準値の提案が求められていた。  
我が国の使用実態について情報を提供していることから、当該食品添加物の使用基  
準・使用実態が適切に反映されているか確認するとともに、必要に応じ技術データの  
提供を行う等、適宜対処したい。   

（dGSEA食品分類システムの改訂に関する討議資料   

インドネシアの提案により、GSm食品分類システムの見直し、特に、大豆製品に  
ついて、より包含的な分類システムを構築したいとの要望を受けて、第38回CCFAC  
で電子作業部会（座長国：インドネシア）が設置された。この作業部会から出された  
討議資料は、1）GSFA食品分類システムの見直し、2）GSFA表3の付表の見直し、  
及び3）GS粗食品分類システム見直しのためのプロジェクト・ドキュメントの3部  

から構成されている。作業部会に対して我が国における大豆製品の実情にあわせた分  
類システムをGSFAに反映させるべく、大豆製品に関する建設的な情報提供を行って  
おり、このコメントに基づき対処したい。  
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議題8 香料の使用のためのガイドライン原案  

・香料の使用のためのガイドラインに関する特別作業部会の報告   

第37回CCmCで、米国から提案された「香料の使用に関するガイドライン作成」  

に関する新たな作業部会設置は、第38回CCFACで合意された。香料の使用に関す  

る原則は、GSR左前文の添加物使用の原則を含み、その対象物質はJECEAで既に評  

価された香料物質を範囲とする。   

ガイドラインの構成は、1）適用範囲、2）定義、3）香料の使用に関する一般原  

則、4）生理活性を有する香料物質、5）衛生、6）表示、7）JECFAで評価され  

た香料物質及びその規格、及び8）天然香料製造に適した芳香性原材料からなり、1987  

年に採択された「天然香料の一般条項」（CAC／GL29）と重複するため、ガイドライ  

ン原案が採択されるとCAC／GL29は廃止されることとなる。   

本件については、本部会に先立ち開催される作業部会の報告書に基づき検討される  

予定である。また、JECmにおいて安全性評価を終了した約1600の香料物質につい  

て、本ガイドラインでの扱い、また、諸外国における香料の使用実態の情報収集に努  

めたい。  

3   



資料 9－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第39回残留農薬部会   

目時   2007年5月7日（月）～5月12日（土）  

場所   北京（中国）  

仮議題  

議題の採択  

報告者の選任  

コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項  

2006年mOハVHO合同残留農薬専門家会議（JMPR）からの一般審  

議事項の報告  

食品及び飼料における農薬最大残留基準値（MRL）案及び原案（ステッ  

プ7及び4）  

食品及び飼料のコーデックス分類の改訂原案（ステップ4）  

残留農薬分析法に係わる検討事項（特別作業部会にて検討）  

（a）結果の不確かさの推定法の適用に関する討議資料  

（b）残留農薬の分析法リストの改訂原案（ステップ4）  

（c）全乳及び乳脂肪中の脂溶性農薬の分析法に関する討議資料  

加工及び調理済み食品のMRLの設定  

農薬に関するコーデックス優先リストの策定  

コーデックス基準値（MRL）による規制に関する討議資料  

その他の事項及び今後の作業  

次回会合の日程及び開催地  

報告書の採択   

※標記会合に先立ち、2005年5月6日（日）に「農薬のコーデックス優先リス  

トの策定に関する特別作業部会」が、また会合期間中の5月8日（火）に「分  

析法に関する特別作業部会」が開催される予定。   



資料9－（2）  

第39回Codex残留農薬部会（CCPR）の主な検討議題  

日時：2007年5月7日（月）～12日（土）  

場所：北京（中国）   

本部会は、これまでオランダ国を議長国として活動してきたところであるが、同国  

からの議長国辞退の申し出を受け、第29回総会（2006年）において、中華人民共和  

国が新たに本部会の議長国として指名された。   

○主要議題の検討内容   

議題5：食品及び飼料における農薬最大残留基準値（MRIJ案及び原案（資料未着）   

前回部会でステップ6または3に戻された基準値案・原案、ならびに、JMPRによ  

り新たに勧告された残留基準原案（CL2007／2－PR，2007年1月）について、検討が行  

われる予定である。具体的には以下の物質の残留基準案・原案について検討がなされ  

るものと考えられる。  

検討予定品目（ステップ7）  

Acephate（095）  

Carbendazim（072）  

Dime也oat¢（027）  

Fenamiphos（085）  

hdoxaca沌（216）  

Methomyl（094）  

Parathion－Methyl（059）  

Thiabendazole（065）  

AIdicafb（117）  

Carbofuran（096）  

Disul払ton（074）  

Fenitrothion（037）  

Mal血ion（049）  

Meth0Ⅹy俺nozide（209）  

Phorale（112）  

Capt弧（007）  

Carbosul払n（145）  

Dithiocarbamates（105）  

Fenpyroximate（193）  

Mぬ1axyトM（212）  

0Ⅹamyl（126）  

Phosmet（103）  

Ca血町1（008）  

Chlorpyrifos－Methyl（090）  

Esfbnvalerate（204）  

Haloxybp（194）  

Methamidophos（100）  

0Ⅹydemeton－Methyl（166）  

Prochlor妃（142）  

検討予定品目（ステップ4）  

Aceph如e（095）  

Boscalid（221）  

Cyromazine（169）  

Endosulfan（032）  

Ha】0Ⅹyhop（194）  

Pirimiphos－methyl（086）  

Pyraclostrobin（210）  

Thiophanate－methyl（077）  

Aldicarb（117）  

Chlo叩yifbs（017）  

DiaLZinon（022）  

Fenamiphos（085）  

lmidacloprid（206）  

Propamocarb（148）  

quinoxy危n（222）  

Aminopyralid（220）  

CyfluthrinIbeta－Cynuthrin（157）  

Dimethoate（027）  

Fenpropathrin（185）  

Methoxyfbnozide（209）  

PropaTgite（113）  

Thiabendazole（065）  

Bifenazate（219）  

Cypermethrins（118）  

Disulfoton（074）  

Fludioxonil（211）  

Pirimicarb（101）  

Propiconazole（160）  

Thiacloprid（223）   

各基準値案が採用された場合、今後我が国で当該基準値を受け入れることを考慮し、  

安全性に留意した上で対処する。   



議題8：加工及び調理済み食品の此Lの設定（資料未着）   

前回部会において、EC及び米国により作成された討議資料に基づき審議され、生  
鮮食品のMRLを加工食品にいかに適用するか等の問題が議論された。米国から、加  
工によって残留農薬の濃縮が起こる場合にのみ、加工食品のMRLを設定すべきとす  
る方針が提案され、複数の加盟国の支持が得られていたもの。   

我が国としては、従来どおり、   

①対象となる加工食品の選定に当たっては、分析法の開発を念頭においた議論が  
必要であること、   

②原料たる農産物のMRLとの関係について十分な議論が必要であること、   
③我が国においては、農産物？MRLを策定する際に、加工食品として摂取され  

る量を見込んだ摂取量調査を用いていることから、加工食品のMRLについて  
は必要最低限のものでよいこと  

との立場で対処したい。  
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